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電気ドリル
YD・100
YD・100V 取扱説明書
ご使用前に必ずこの取扱説明書を最後までよくお読みいただき、使用上の注意事項、
本機の能力・使用方法など十分ご理解のうえで、正しく安全にご使用くださるよう
お願いいたします。

また、この取扱説明書は大切にお手元に保管してください。
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このたびは、リョービ電気ドリルをお買上げいただきありがとうございます。
安全に能率よくお使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書を最後までよくお読

みください。

使用上の注意事項、本棟の能力、使用方法など十分ご理解のうえで、正しく安全にご使

用くださるようお願いいたします。

注意文の「△警告」、「△注意」の意味について
ご使用上の注意事項は「△警告」と「△注意」に区分していますが、それぞれ次の意味を表し
ます。
なお、「／』注意」に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結び付く可能性があります。
いずれも安全に関する重要な内容を記載しているので、・必ず守ってください。

∠』警告：誤った取扱いをしたときに、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容
のご注意。

／△注意：誤った取扱いをしたときに、使用者が傷害を負う可能性が想定される内容および物的
損害のみの発生が想定される内容のご注意。

k宣1警告」イ△注意」以外に製品の据付け、操作、メンテナンスなどに関する重要な注意事項
は「（注）」にて表示しています。安全上の注意事項と同様必ず守ってください。

t安全上のご注意
・火災、感電、けがなどの事故を未然に防ぐため、次に述べる「安全上のご注意」を必ず守っ

てください。

・ご使用前に、この「安全上のご注意」すべてをよくお読みの上、指示に従って正しく使用し

てください。

・お読みになうた後は、お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保管してください。

1．作業場は、いつもきれいに保ってください。

・ちらかった場所や作業台は、事故の原因と

なります。

2．作業場の周囲状況も考慮してください♪

・電動工具は、雨中で使用したり、湿った、
またはぬれた場所で使用しないでくださ

い。

・作業場は十分に明るくしてください。

・可燃性の液体やガスのある所で使用しない

でください。

3．感電に注意してください。

・電動工具を使用中、身体をアースされているものに接触させないようにしてくだ

さい。（例えば、パイプ、暖房器具、電子レンジ、冷蔵庫などの外枠）

4．子供を近づけないでください。

・作業者以外、電動工具やコードに角虫れさせないでください。

・作業者以外、作業場へ近づけないでください。
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5・使用しない場合は、きちんと保管してください。

・乾燥した場所で、子供の手の届かない高い所または鍵のかかる所に保管してくだ
さい。

6・無理に使用しないでください。

・安全に能率よく作業するために、電動工具

の能力に合った速さで作業してください。

7・作業に合った電動工具を使用してください。
・小型の電動工具やアタッチメントは、大型

の電動工具で行なう作業には使用しない
でください。

・指定された用途以外に使用しないでくださ
い。

8・きちんとした服装で作業してください。

・だぶだぶの衣服やネックレスなどの装身具
は、回転部に巻込まれる恐れがあります

ので着用しないでください。

・屋外での作業の場合には、ゴム手袋と滑止

めのついた屑物の使用をお勧めします。
・長い髪は、帽子やヘアカバーなどで預って

ください。

9・保護めがねを傭用してください。

・作業時は、保護めがねを使用してください。

′ク

また粉じんの多い作業では、防じん
マスクを併用してください。

10・コードを乱暴に扱わないでください。

■コ‾ドを持って電動工具を運んだり、コードを引張ってコンセントから抜かない
でください。

●コードを熟、油、角のとがった所に近づけないでください。
11・加工する物をしっかりと固定してください。

・加工する物を固定するために、クランプや万力などを利用してください。手で保
持するより安全で、両手で電動工具を使用できます。

12・無理な姿勢で作業をしないでください。

・常に足元をしっカりノさせ、バランスを保つようにしてください。
13・電動工具は、注意深く手入れをしてく．ださい。

・安全に能率よく作業をしていただくために、刃物類は常に手入れをし、よく切れ
る状態を保ってください。

・注油や付属品の交換は、取扱説明書に従ってください。

・コードは定期的に点検し、損傷している場合は、お買上げの販売店またはリョー
ビ販売営業所に修理を依頼してください。

・延長コードを使用する場合は、定期的に点検し、損傷している場合には交換して
ください。

・握り部は、常に乾かしてきれいな状態に保ち、油やグリスがつかないようにして
ください。
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回 二重絶縁 につ いて

二重絶縁とは、電気回路と使用者の間が異なる2 つの絶縁物により絶縁され、感電

に対する安全性が高くなった構造を言います。このためアース （接地）する必要が

ありません。

延 長 コー ドは ・日

延長 コー ドをご使用になる場合は、できる限り短い （30 m 以内）工具用のキャブタ

イヤコー ドをご利用ください。また、ドラム式の延長 コー ドを利用 される場合は、巻

いたまま使 うと熟 を持ちますので、コー ドを全部引出 してご使用 ください。

t各部の名称
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■操作方法
●スイッチの扱い方

肇 鍔 欒 締 鰐 軍 攣 覇 添 熊 野

・・使用電源は、銘板に表示してある電圧でご使用ください。表示を超える電圧で使用す
ると、回転が異常に高速となり、けがの原因になります。

（YD－100）

・スイッチはトリガを引くと入り、離すと切
れます。

・トリガを引いた状態で握り部側面のロック

ボタンを押すとトリガから指を離してもス
イッチは入った状態となります。この場合、

再度トリガを引くとロックボタンが解除さ

れ、スイッチは切れます。
連続使用の場合は、このロックボタンをご

利用ください。

（YD－100V）

・スイッチはトリガを引くと入り、離すと切れます。

・回転数はトリガの引き具合により0～2，000回／分の範囲で調整できます。

・トリガを引いた状態で握り部側面のロックボタンを押すとトリガから指を離してもスイッチ

は入った状態となります。この場合、再度トリガを引くとロックボタンが解除され、スイッ

チは切れます。連続使用の場合は、このロックボタンをご利用ください。

（注）低速回転は位置決めなどに使用し、通常の作業ではトリガをいっぱいに引いた状態で
使用してください。
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●先端工具の取付け、取タル

■キーレスチャックのスリーブを左方向（反
時計回り）に回し、キーレスチャックのツ
メを開きます。

・キリをキーレスチャックに挿入後、リング

をしっかり握り、スリーブを右方向（時計
回り）に強く締めます。

（注）取付後、少しモーターを回転させ、キ

リにプレがないことを確認してくださ
い。

プレがあるときは、プラグを電源から

抜き、キリを再度取付け直してくださ
い。

・取夕日ノは、取付けの逆の要領で行なってく
ださい。
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d穴あけ作業

義潮 翻 登等‾＿茎姦癖‾遠海済猿滞匪・使用中は、振回されないよう本体 を確実に保持 して ください。確実に保持 していない

と、けがの原因になります。

・使用中は、キ リなどの回転部に手や顔などを近づけないでください。けがの原田にな

ります。

・キ リや付属品は、取扱説明書に従 って確実に取付 けてください。確実でないと外れた

りし、けがの原因になります。

・穴あけ直後のキリや切 りくずは高温になっているので、触 れないでください。やけど

の原因になります。

・回転 させたまま、台や床などに放置 しないで ください。けがの原因になります。

（注）作業途中（休憩時など）に、機械を直射日光の当たる場所、高温になる場所に放置し
ないでください。モーターの冷却が十分に行なわれず、モーター焼けの原因になりま
す。

（注）連続使用の場合、負荷のかけ過ぎで使用を続けられますと、モーター焼けの原田にな
ります。本体のハウジング部（モーター周辺）が熱くなるようでしたら、使用を中止
して温度が下がるまで待ってください。

●木材などへの穴あけ
・木工キリをご使用ください。

（小径の穴あけには鉄工キリもご利用いただ

けます。〉

・侍用可能なキリの太さは1．0mmから最大

18mmですが、3～15mmぐらいが通常無

理なくご利用いただける範囲です。
・キリ先を穴あけ位置に軽く当て、まっすぐ

に保ってスイッチを入れます。
・回転が十分上がってから穴あけを始めてく

ださい。

・切削くずがスムーズに出る程度にキリを押

してください。無理に力を入れても穴は早

くあきません。

・裏側に不要な木材（すて木）を当て、一緒

にあけると裏側もきれいに仕上がります。
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●金属などへの穴あけ

・鉄工キリをご使用ください。

・使用可能なキリの太さは一・Ommから最大

10mmですが、3～8mmぐらいが通常無

理なくご利用いただける範囲です。

・穴あけ位置へセンターポンチ（市販品をご

利用ください）を打っておきますとキリの

先がすべらず、正確な位置に穴あけができ
ます。

・金属への穴あけの場合、鉄工キリの切れ味

と耐久性を雑持するため、市販の切削剤

（切削オイル、ギヤオイル、ミシン油など）
のご使用をお勧めします。
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